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-4635063203 (Amazon)
・ " 実験医学別冊　最強のステップ UP シリーズ ロングリード WET&DRY 解析ガイド　

シークエンスをもっと自由に！ ", 編集 , 羊土社 , 2021, ISBN-13: 978-4-7581-2253-5
(Publisher)

・ " 次世代シークエンサー DRY 解析教本 改訂第 2 版 ", 共著 , 学研メディカル秀潤社 , 2019,
ISBN-13: 978-4780909838 (Amazon)

・ " どこでも　誰でも　より長く　ナノポアシークエンサーが研究の常識を変える！ ", 企
画：荒川和晴 , 実験医学 2018 年 1 月号 Vol.36 No.1 (Publisher)

・ " 人工知能学大辞典 ", 人工知能学会 編 , 共立出版 , 2017 (Amazon)

・ " 水の生き物（学研の図鑑 LIVE）", 武田正倫 監修 , 学研 , 2016 (Amazon)

・ " オープンソースで学ぶバイオインフォマティクス ", オープバイオ研究会編 , 東京電機大
学出版 , 2008 (Amazon)

・ "Metabolomics - The Frontier of Systems Biology", 共著 , Springer-Verlag, 2005:211-220
(Amazon)

・ " メタボローム研究の最前線 ", 共著 , シュプリンガー・フェアラーク , 2003:191-197
(Amazon)

Books (Translations)

・ "R と Bioconductor を用いたバイオインフォマティクス ", 共著 , シュプリンガー・フェア
ラーク , 2007, ISBN 978-4-431-73464-2 (Amazon)

Educational Tools

・ “ミクロモンスター LED 内臓ズーム顕微鏡＆調査キット”, 学研教育出版 , 2015 (Amazon)

Invited Talks/Lectures

・ 荒川和晴 , " 最強生物クマムシはどのようにして生と死のはざまを生きるのか ",
Science-ome, 2024, (1/24), Online

・ 荒川和晴 , "MIMB: Nanopore Sequencing", ナノポア現場の会 2023, (11/24), Tokyo, Japan
・ 荒川和晴 , "P2 Solo によるコガネグモ科クモゲノムの網羅的シークエンシング ", Nanopore

Day Tokyo 2023, (6/6), Tokyo, Japan
・ 荒川和晴 , " 極限環境生物クマムシの乾眠を実現する多様な非ドメイン型タンパク ", タン

パク質研究シンポジウム ~ タンパク質研究はいま新たなステージに入ろうとしている !~,
2022 (12/12), Tokyo, Japan

・ 荒川和晴 , " 非モデル生物のナノポアシークエンシング：クマムシ・クモ・ミドリムシ ",
第 45 回日本分子生物学会年会 , 2022 (11/30), Makuhari, Japan

・ 荒川和晴 , " 最強素材クモ糸と最強生物クマムシのゲノミクス ", イベリアトゲイモリゲノ
ム解読記念シンポジウム , 2022 (9/25), Okazaki, Japan

・ Tomita M and Arakawa K, "Tsuruoka Science Park &#8211; Innovations in the twenty years of
scientific adventure", Australia-Japan Forum on the Innovation-hub Ecosystem, 2021 (11/29),
Online

・ 荒川和晴 , " いまこそ本当に面白い生物の研究を - 最強素材クモ糸と最強生物クマムシの
観点から ", 第 44 回日本分子生物学会年会 , 2021(12/1), Yokohama, Japan
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・ 荒川和晴 , " 極限環境生物クマムシはどのようにして生と死のはざまを生きるか ", 2021 年
度 生理学研究所研究会「極限環境適応」, 2021 (11/11), Online

・ 荒川和晴 , " オモロイ生物のゲノム解析：クマムシとミドリムシを例に ", Virtual Nanopore
Day Japan, 2021 (10/28), Online

・ 荒川和晴 , " 節足動物が紡ぐ「糸」の進化 ", 日本昆虫学会第 81 回大会 , 2021 (9/5), Online
・ Arakawa K, "Learning from extraordinary abilities of nature: tardigrades and spider silk", SaSSOH,

2019 (9/19), Sapporo, Japan
・ 荒川和晴 , " 反モデル生物学：生物は例外こそが面白い ", 第 59 回 生命科学夏の学校 ,

2019 (8/31), Sapporo, Japan
・ Arakawa K, "Sequencing 1,000 spiders to elucidate the design mechanisms of spider silk proteins",

International Silk Conference, 2019 (6/13), Trento, Italy
・ 荒川和晴 , " 比較ゲノム解析による極限環境微生物の紫外線耐性関連遺伝子の網羅的探索

", 第 92 回日本細菌学会総会 , 2019 (4/24), Sapporo, Japan
・ 荒川和晴 , " 超高機能構造タンパク質探索に向けたクモ類網羅的シークエンシング ", 第 41

回日本分子生物学会年会 , 2018 (11/28), Yokohama, Japan
・ 荒川和晴 , " クモ類網羅的シーケンシングによるクモ糸超高機能発現メカニズムの解明 ",

第 91 回日本生化学会大会 , 2018 (9/25), Kyoto, Japan
・ 荒川和晴 , " 生物に学ぶタンパク素材によるものづくり ~ 人工クモ糸の挑戦 ", 日本蜘蛛学

会 第 50 回大会 , 2018 (8/26), Hiroshima, Japan
・ 荒川和晴 , " ナノポアシーケンスによる de novo ゲノムアセンブリー～メガスケールから

ギガスケールまで ", オックスフォード・ナノポア現場の会 , 2018 (8/20), Tokyo, Japan
・ Arakawa K, Michalczyk &#321;, Fujimoto S, Murai Y, Tomita M, "Phylum-wide genome

sequencing of Tardigrada", 14th International Symposium on Tardigrada, 2018 (8/2), Copenhagen,
Denmark

・ 荒川和晴 , " 網羅的シーケンシングによるクモ糸超高機能発現メカニズムの解明 ", 第 9 回
日本昆虫科学連合・日本学術会議共催シンポジウム「昆虫の恵み�」, 2018 (7/28), Tokyo,
Japan

・ 荒川和晴 , " 非脊椎動物における遺伝子水平伝搬の偽陽性を正しく理解する - クマムシで
の事例 ", 2017 年度生命科学系合同年次大会 , 2017 (12/6), Kobe, Japan

・ 荒川和晴 , "「非モデル生物のマルチオミクス解析 ークモ糸とクマムシの解析」, 龍谷大学
ワークショップ「NGS データの多彩な活用」, 2017 (11/12), Shiga, Japan

・ 荒川和晴 , "「超微量 DNA/RNA からのシーケンスライブラリ作成が実現するクマムシ一
匹からのゲノム・トランスクリプトーム解析」", タカラバイオ 次世代シーケンスで開く新
たな世界 NGS プレミアムセミナー , 2017 (10/26), Tokyo, Japan

・ 荒川和晴 , "「バイオテクノロジーと未来の都市 / 遺伝子デザイン」～微生物の可視化と生
命のデザイン、都市の目には見えない生命体～ ", Innovative City Forum 2017, 2017 (10/13),
Tokyo, Japan

・ 荒川和晴 , " クマムシはどのようにして生と死のはざまを生きるか ", 第 24 回自然科学研
究機構シンポジウム 極限環境における生命　～生命創成の探究に向けて～ , 2017 (9/18),
Tokyo, Japan

・ 荒川和晴 , " クモ類網羅的シーケンシングによる超高機能構造タンパク探索 ", 第 69 回日
本生物工学会大会 , 2017 (9/12), Tokyo, Japan

・ Arakawa K, ""Untangling the spider silk genes using nanopore long reads", 第一回オックフォー
ドナノポア現場の会 , 2017 (8/22), Tokyo, Japan

・ 荒川和晴 , " 非脊椎動物における遺伝子水平伝搬の偽陽性を正しく理解する - クマムシで
の事例 ", 遺伝研　研究会「生物種間における遺伝情報の水平移動」, 2017 (8/2), Mishima,
Japan

・ 荒川和晴 , " 非モデル生物研究者の恋しさとせつなさと（NGS の）心強さと ", 第五回
NGS 現場の会研究会 , 2017 (5/23), Sendai, Japan

・ Arakawa K, "Untangling the spider silk genes using nanopore long reads", London Calling 2017,
2017 (5/5), London, UK

・ 荒川和晴 , " 超高機能構造タンパク質による素材産業革命に向けたクモ類網羅的シーケン
シング ", IIBMP 一般公開講演 , 2016 (10/1), Tokyo, Japan

・ 荒川和晴 , " 超高機能構造タンパク質探索に向けたクモ類網羅的トランスクリプトーム解
析 ", BioFinanceGuild 2016, 2016 (8/26), Tsuruoka, Japan

・ 荒川和晴 , " クモ糸高機能発現メカニズムの解明に向けた網羅的トランスクリプトーム
シーケンシング ", 日本蜘蛛学会 48 回大会 公開シンポジウム「クモ糸研究の最前線：進
化・生態・機能」, 2016 (8/20), Kashiwa, Japan

・ 荒川和晴 , " 非モデル生物のマルチオミクス解析－クモ糸とクマムシの解析 ", 東京農業大
学生物資源ゲノム解析センター 2016 年度セミナー , 2016 (7/29), Tokyo, Japan

・ 荒川和晴 , " 網羅的シーケンシングによるクモ糸高機能発現メカニズムの解明 ", イルミナ
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ゲノムサミット 2016, 2016 (6/1), Tokyo, Japan
・ 荒川和晴 , "de novo トランスクリプトームアセンブリーによるクモ糸高機能発現メカニズ

ムの解明 ", 海洋地球インフォマティクス 2016 －情報・データの科学技術が社会の新しい
扉を拓く－ , 2016 (5/11), Tokyo, Japan

・ 荒川和晴 , "PacBio ロングリードが可能にするクモ及びクマムシのゲノム解析 ", 第 2 回
PacBio 現場の会 , 2016 (2/23), Tokyo, Japan

・ Arakawa K, "Design and mass production of high performance biomaterials to realize the next
Industrial revolution", Illumina ELEVATE, 2016, (1/31), Siem Reap, Cambodia

・ 荒川和晴 , " 超高機能構造タンパク質探索に向けたクモ類網羅的トランスクリプトーム解
析 ", Illumina iSchool プロフェッショナル Webinar, 2015 (11/27), Tokyo, Japan

・ 荒川和晴 , " 生命情報科学ってなんだ？ ", 生命情報科学若手の会第 7 回研究会 , 2015 (10/2
), Tsuruoka, Japan

・ 荒川和晴 , " 生物は、かくも「デザイン」されている：細胞、クマムシから宇宙まで、生
命のデザインを語るトークセッション ", WXD（ワイアード・バイ・デザイン）トーク
セッション , 2015 (5/31), Tokyo, Japan

・ 荒川和晴 , " クマムシから見える生の境界線 ", WIRED デスフェス , 2014 (11/30), Tokyo,
Japan

・ 荒川和晴 , " 生命活動のサスペンド & レジュームを可能にするクマムシ乾眠の分子機構 加
えて個人ゲノム時代のゲノムリテラシー教育について ", 東海大学 医学部 基礎医学系 分子
生命科学 情報生物医学研究室セミナー , 2014 (3/7), Isehara, Japan

・ 荒川和晴 , " パーソナルゲノム時代のリテラシーと教育 ", MEDALS 創薬研究におけるバイ
オデータベース講習会 , 2013 (12/12), Tokyo, Japan

・ 荒川和晴 , " 生命活動のサスペンド＆レジュームを可能にするクマムシ乾眠の分子機構 ",
JAMSTEC BIOGEOS 領域セミナー , 2013 (11/27), Yokosuka, Japan

・ 荒川和晴 , "De Novo の達人 ",  NGS 現場の会 第三回研究会 , 2013, (9/5), Kobe, Japan
・ 荒川和晴 , " ヨコヅナクマムシはどのようにして生と死のはざまを生きるか ", 山口大学理

学部附属生命パスウェイ解析センター講演会 , 2013 (2/26), Yamaguchi, Japan
・ 荒川和晴 , " 生命活動はどのように始まり、そしてどのように止まるか - ヨコヅナクマム

シ乾眠機構からのアプローチ ", 定量オミックスワークショップ , 2013 (1/22), Osaka, Japan
・ 荒川和晴 , " ヨコヅナクマムシ極限環境耐性のマルチオミクス解析 ", インシリコ・メガバ

ンク研究会 , 2012 (7/11), Sendai, Japan
・ 荒川和晴 , " マルチオミクス解析とバイオインフォマティクスによる微生物代謝のシステ

ムバイオロジー － 全細胞シミュレーションに向けて ", 東北大学 加齢研セミナー , 2011 (10
/27), Sendai, Japan

・ 荒川和晴 , " 全細胞シミュレーションに向けたマルチオミクス解析とモデリング環境の開
発 ", 東北大学第 25 回生体生命工学研究会 , 2011 (10/26), Sendai, Japan

・ 荒川和晴 , " バイオインフォマティクス環境の整備 : AmazonEC2 クラウドの活用 ", 生命情
報科学若手の会 沖縄セミナー , 2011, Okinawa, Japan

・ 荒川和晴 , " バイオインフォマティクスの最新動向 － 全細胞シミュレーションに向けて ",
CAMM フォーラム , 社団法人 企業研究会 , 2010, Tokyo, Japan

・ 荒川和晴 , " バクテリアゲノム解析 ", オープンバイオ講習会 , 東京大学医科学研究所 ,
2008, Tokyo, Japan

・ 荒川和晴 , " インハウスバイオインフォマティクス環境構築コース：G-language と Perl に
よるゲノム解析実習 ", KAST 財団法人神奈川科学技術アカデミー , 2005, Tokyo, Japan

・ 内藤泰宏 , 荒川和晴 , " システム生物学研究における Xserve を利用したソフトウェア開発
と実行 ", バイオ研究に活用するアップルソリューションセミナー , 2004, Kobe, Japan

Talks

・ 中村浩之 , 伊藤雄介 , 佐藤知香子 , 渡部康羽 , 荒川和晴 , " クモ糸の配列と物性の連関 ",
2023 (8/26) Kumamoto, Japan

・ Arakawa K and Ishikawa T, "Construction of accurate gene model and draft genome sequencing
and assembly of Euglena gracilis Z", 2nd Annual International Congress on Euglenoids 2022 (11/7),
Online

・ Arakawa K, Tanaka S, "Tardigrades are shining models of anhydrobiosis research", 15th
International Symposium on Tardigrada, 2022 (8/24), Krakow, Poland

・ 荒川和晴 , " クマムシ乾眠関連遺伝子についての現時点での知見の整理 ", 第 6 回クマムシ
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学研究会 , 2022 (1/16), Online
・ Arakawa K and Ishikawa T, "Draft genome sequencing and assembly of Euglena gracilis Z and

basecalling of Base J", 1st Annual International Congress on Euglenoids 2021 (11/8), Online
・ 荒川和晴 , "1,000 種のクモの解析から明らかになってきたクモ糸の可能性 と多様性 ", 日

本蜘蛛学会第 52 回大会 , 2020 (11/21), Online
・ 荒川和晴 , " 見えてきたクマムシ乾眠の分子機構 ", 第７０回 人工知能学会 分子生物情報

研究会（SIG-MBI）, 2020, (3/13), Kanazawa, Japan
・ 荒川和晴 , " 極限環境動物クマムシの乾眠機構の解明 ", ExCELLS シンポジウム , 2019 (11

/18), Okazaki, Japan
・ 荒川和晴 , " 広がりつつあるクマムシゲノムリソースからの展望 ", 第 4 回クマムシ学研究

会 , 2019 (9/8), Osaka, Japan
・ 荒川和晴 , "1000 Spiders: ImPACT プロジェクト基礎研究の成果 ", 日本蜘蛛学会第 51 回大

会 , 2019 (8/25), Tsuruoka, Japan
・ 荒川和晴 , " クモ類網羅的シーケンシングによるクモ糸超高機能発現メカニズムの解明 ",

第 68 回人工知能学会分子生物情報研究会 (SIG-MBI), 2019 (3/9), Kanazawa, Japan
・ Arakawa K, "Sequencing 1,000 spiders to elucidate the design mechanisms of spider silk proteins",

21st International Congress of Arachnology, 2019 (2/14), Christchurch, New Zealand
・ 荒川和晴 , " クマムシ乾眠機構の適応と進化 ", 第 41 回日本分子生物学会年会 , 2018 (11/28

), Yokohama, Japan
・ 荒川和晴 , " 山形県鶴岡市で発見した新種のクマムシ、ショウナイチョウメイムシ ", 第 22

回 オープンバイオ研究会 , 2018 (3/9), Kanazawa, Japan
・ 荒川和晴 , " 比較ゲノム解析による極限環境微生物の紫外線耐性関連遺伝子の網羅的探索

", 第 65 回 人工知能学会 分子生物情報研究会（SIG-MBI）, 2018 (3/9), Kanazawa, Japan
・ 荒川和晴 , 河野暢明 , 藤原正幸 , 中村浩之 , 大利麟太郎 , 篠原麻夏 , Daniel Pedrazzoli, 高井

幸 , 斧澤佑紀 , 吉田祐貴 , 阿部望美 , 石井菜穂子 , 冨田勝 , " クモ類網羅的シーケンシングに
よる超高機能発現メカニズムの解明 ", 日本蜘蛛学会　第 49 回大会 , 2017 (11/5), Okinawa,
Japan

・ 荒川和晴 , " クマムシ乾眠機構の適応と進化 ", 第一回慶應ライフサイエンスシンポジウム
, 2017 (8/28), Tokyo, Japan

・ 荒川和晴 , " クマムシは本当に「天然変性タンパクのガラス化によって乾眠する」のか？
", 第二回クマムシ学研究会 , 2017 (8/5), Tokyo, Japan

・ Arakawa K, Kono K, Fujiwara M, Nakamura N, Ohtoshi R, Tomita M, "Sequencing 1,000 spiders
to elucidate the design mechanisms of spider silk proteins", ISMB/ECCB 2017 (7/25), Prague,
Czech Republic

・ Arakawa K, "Multi-Omics Strategy to Unveil the Molecular Mechanisms of Non-Classical Model
Organisms", 13th MicRO Alliance Meeting, 2016 (11/8), Kyoto, Japan

・ Arakawa K, "No evidence for extensive horizontal gene transfer from the draft genome of a
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